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2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが 第4四半期には2 6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ
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2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策
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2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。
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2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機以降の景気後退の影響で2009年前半は

ｲﾝﾌﾚ圧力は大きく後退していたが、2009年後半以降の景

気の回復の中で、ｲﾝﾌﾚ圧力は序々に強まっている。本年

に入ってからは ｲﾝﾌﾚ率は10%を超える水準での推移が続
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ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機以前の数年は、毎年120～130億ﾄﾞﾙ程度

の貿易黒字を計上してきた。2009年は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の混

乱の影響で 輸出が2割落ち込む一方 輸入も3割減少した

2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機以降の景気後退の影響で2009年前半は

ｲﾝﾌﾚ圧力は大きく後退していたが、2009年後半以降の景

気の回復の中で、ｲﾝﾌﾚ圧力は序々に強まっている。本年

に入ってからは、ｲﾝﾌﾚ率は10%を超える水準での推移が続

いている。
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金融情勢 為替相場推移

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機以前の数年は、毎年120～130億ﾄﾞﾙ程度

の貿易黒字を計上してきた。2009年は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の混

乱の影響で、輸出が2割落ち込む一方、輸入も3割減少した

ことで、貿易黒字は170億ﾄﾞﾙに増加した。本年に入ってか

らは、景気回復に伴う輸入の伸び（第1四半期は前年同期

比で3割の増加）が目立っている。

2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機以降の景気後退の影響で2009年前半は

ｲﾝﾌﾚ圧力は大きく後退していたが、2009年後半以降の景

気の回復の中で、ｲﾝﾌﾚ圧力は序々に強まっている。本年

に入ってからは、ｲﾝﾌﾚ率は10%を超える水準での推移が続

いている。

為替相場は ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機までは1ﾄﾞﾙ=3ﾍﾟｿ近辺で安
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ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機以前の数年は、毎年120～130億ﾄﾞﾙ程度

の貿易黒字を計上してきた。2009年は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の混

乱の影響で、輸出が2割落ち込む一方、輸入も3割減少した

ことで、貿易黒字は170億ﾄﾞﾙに増加した。本年に入ってか

らは、景気回復に伴う輸入の伸び（第1四半期は前年同期

比で3割の増加）が目立っている。

2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機以降の景気後退の影響で2009年前半は

ｲﾝﾌﾚ圧力は大きく後退していたが、2009年後半以降の景

気の回復の中で、ｲﾝﾌﾚ圧力は序々に強まっている。本年

に入ってからは、ｲﾝﾌﾚ率は10%を超える水準での推移が続

いている。

為替相場は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機までは1ﾄﾞﾙ=3ﾍﾟｿ近辺で安

定していたが、危機後は1ﾄﾞﾙ=3.7ﾍﾟｿ台まで大きく下落した。

その後、2009年半ば以降は、1ﾄﾞﾙ=3.8～3.9ﾍﾟｿの水準で安定

して推移している。

同国の株価指数(MERVAL)は、2008年後半はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金

融危機の影響で大きく下落したが、2009年を通じては同

国の景気回復を背景に概ね上昇基調となり、本年に入っ

てからは2,000台前半の水準で概ね安定して推移している。
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ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機以前の数年は、毎年120～130億ﾄﾞﾙ程度

の貿易黒字を計上してきた。2009年は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の混

乱の影響で、輸出が2割落ち込む一方、輸入も3割減少した

ことで、貿易黒字は170億ﾄﾞﾙに増加した。本年に入ってか

らは、景気回復に伴う輸入の伸び（第1四半期は前年同期

比で3割の増加）が目立っている。

2009年はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で第2・3四半期はﾏｲﾅｽ

成長となったが、第4四半期には2.6%のﾌﾟﾗｽ成長に転じ、

景気回復の兆候が見えていた。2010年に入ってからは、

個人消費・投資・輸出が本格的に回復したことを背景に、

第1四半期の成長率は6.8%を記録し、景気回復基調が鮮明

となった。景気が急速に回復する一方で、ｲﾝﾌﾚ圧力もか

なり強まってきており、ｲﾝﾌﾚ率の抑制が政権の今後の大

きな課題となっている。

また、現政権は、2009年6月の総選挙での敗北して政策

の手詰まり感が強まる中で、昨年の夏以降はIMFとの対

話を再開するなど国際金融界への復帰を模索してきた。

本年に入ってからは、過去の債務再編での未解決債務問

題について、解決に向けた調整の動きが続いている。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機以降の景気後退の影響で2009年前半は

ｲﾝﾌﾚ圧力は大きく後退していたが、2009年後半以降の景

気の回復の中で、ｲﾝﾌﾚ圧力は序々に強まっている。本年

に入ってからは、ｲﾝﾌﾚ率は10%を超える水準での推移が続

いている。

為替相場は、ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機までは1ﾄﾞﾙ=3ﾍﾟｿ近辺で安

定していたが、危機後は1ﾄﾞﾙ=3.7ﾍﾟｿ台まで大きく下落した。

その後、2009年半ば以降は、1ﾄﾞﾙ=3.8～3.9ﾍﾟｿの水準で安定

して推移している。

同国の株価指数(MERVAL)は、2008年後半はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金

融危機の影響で大きく下落したが、2009年を通じては同

国の景気回復を背景に概ね上昇基調となり、本年に入っ

てからは2,000台前半の水準で概ね安定して推移している。
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１．年次

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年
実質GDP成長率（通年） 9.0% 9.2% 8.5% 8.7% 7.0% 0.9%

鉱工業生産指数  (年末月・前年同月比) 10.7% 7.9% 9.0% 9.4% 2.1% 10.7%

アルゼンチン経済・金融概況
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建設活動指数(年末月・前年同月比) 27.0% 24.1% 9.0% 10.5% ▲1.0% 3.3%
自動車生産台数(千台）（通年） 260 320 432 351 597 513
自動車販売台数（千台）（通年） 312 403 460 565 612 487
実質ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ売上高(年末月・前年同月比) 9.3% 2.8% 8.0% 26.8% 12.9% 9.3%
失業率(第4半期） 12.1% 10.1% 8.7% 7.5% 7.3% 8.4%
卸売物価指数(年末月・前年同月比) 7.9% 10.7% 7.1% 16.6% 7.7% 11.5%
(年平均) 7.7% 8.4% 11.0% 11.8% 14.5% 6.4%(年平均) 7.7% 8.4% 11.0% 11.8% 14.5% 6.4%
消費者物価指数(年末月・前年同月比) 6.1% 12.3% 9.8% 8.5% 7.2% 7.7%
(年平均) 4.4% 9.6% 10.9% 8.8% 8.6% 6.3%
輸　出(FOB)(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 34,453 40,013 46,456 55,780 70,589 55,750
(前年比) 17.3% 16.1% 16.1% 20.0% 26.5% ▲21.0%
輸　入(CIF)(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 22,320 28,692 34,151 44,707 57,413 38,771
(前年比) 61.6% 28.5% 19.0% 30.9% 28.4% ▲32.5%
貿易収支(百万ﾄﾞﾙ)(通年) 12 133 11 322 12 305 13 340 13 176 16 980貿易収支(百万ﾄﾞﾙ)(通年) 12,133 11,322 12,305 13,340 13,176 16,980
経常収支(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 3,029 5,407 8,053 7,210 7,037 11,292
資本収支(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 2,194 2,674 ▲5,730 5,627 ▲8,263 ▲9,199
対外準備(百万ﾄﾞﾙ)（年末） 18,884 28,076 32,037 45,710 46,198 47,717
中銀外貨資産(百万ﾍﾟｿ)（年末） 58,422 78,876 93,891 142,421 155,986 180,502
中銀金融負債(百万ﾍﾟｿ)（年末） 108,617 130,004 162,441 204,471 229,260 270,425
 うちベースマネー(百万ﾍﾟｿ）（年末） 50,537 54,710 80,066 96,358 106,349 118,661(

ﾍﾟｿ・ﾄﾞﾙ通貨供給量(M3、百万ﾍﾟｿ）（年末） 148,919 182,463 228,962 263,812 300,095 343,307
(前年比) 28.7% 22.5% 25.5% 15.2% 13.8% 14.4%
peso建預金/金融機関全預金残高比率（年末） 89.8% 89.3% 89.6% 88.8% 95.5% 94.8%
対民間非金融部門貸出量(ﾍﾟｿ建、百万ﾍﾟｿ)(年末月） 41,425 52,781 72,776 100,122 119,029 136,468
(前年比) 18.1% 27.4% 37.9% 37.6% 18.9% 14.7%
対民間非金融部門貸出量(外貨建、百万ﾍﾟｿ)(年末月） 1,711 2,456 3,703 5,186 5,973 5,236
(前年比) 18 5% 43 5% 50 8% 40 0% 15 2% ▲12 3%(前年比) 18.5% 43.5% 50.8% 40.0% 15.2% ▲12.3%
対外債務残高(百万ﾄﾞﾙ)(年末） 162,378 124,979 115,855 127,758 128,285 n.a.
DEBT SERVICE RATIO(通年) 29% 20% 31% 13% 11% n.a.
財政収支(百万ﾍﾟｿ)(通年） 11,658 9,418 11,623 9,296 14,655 ▲7,131
株価指数(MERVAL)（年末） 1,375 1,543 2,090 2,185 1,079 2,320
A.PESOS/US$　為替相場（年末月平均） 2.972 3.032 3.070 3.151 3.420 3.797

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

(資料)経済省, 国家統計局、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ中銀、IMF、世銀等(資料)経済省, 国家統計局、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ中銀、IMF、世銀等
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                                アルゼンチン経済・金融概況

２．月次
7月 8月 9月 10月 11月 12月 10年1月 2月 3月 4月

実質GDP成長率（前年同期比） └── ▲0.3% ──┘ └── 2.6% ──┘ └── 6.8% ──┘

鉱工業生産指数(前年同月比) ▲1.5% ▲1.6% ▲0.4% 1.2% 4.0% 10.7% 5.3% 11.2% 11.1% 9.9%

(前月比) 0.2% 0.7% 1.7% 0.2% 1.1% 8.7% ▲8.3% 3.4% 0.2% 1.5%
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(前月比) 0.2% 0.7% 1.7% 0.2% 1.1% 8.7% ▲8.3% 3.4% 0.2% 1.5%

建設活動指数(前年同月比) ▲7.1% ▲3.1% ▲1.7% 2.2% 2.3% 3.3% 5.2% 5.1% 13.6% 13.1%

自動車生産台数 47,219 47,824 54,691 57,439 56,493 53,152 31,602 40,106 52,669 57,120

自動車販売台数 43,471 42,553 42,569 44,630 41,818 44,850 50,044 49,384 54,675 49,935

実質ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ売上高（前年同月比） 12.5% 7.5% 6.8% 5.1% 7.3% 9.3% 15.0% 13.2% 13.1% 11.7%

失業率 └── 9.1% ──┘ └── 8.4% ──┘ └── 8.3% ──┘
卸売物価指数(前年同月比) 5.3% 5.9% 6.4% 7.7% 9.5% 11.5% 12.1% 13.8% 14.2% 14.6%
(前月比) 1.0% 1.1% 0.9% 1.1% 1.1% 1.4% 1.0% 1.4% 1.3% 1.1%

消費者物価指数(前年同月比) 5.5% 5.9% 6.2% 6.5% 7.1% 7.7% 8.2% 9.1% 9.7% 10.2%

(前月比) 0.7% 0.8% 0.7% 0.8% 0.8% 0.9% 1.0% 1.2% 1.1% 0.8%

輸　出(FOB) 4,895 4,401 4,581 4,839 4,934 4,852 4,423 4,060 4,714 6,033

(前年同月比) ▲30.2% ▲40.4% ▲33.9% ▲21.3% 0.8% 16.7% 18.6% 3.0% 10.6% 19.5%

輸　入(CIF) 3,580 3,246 3,655 3,657 3,646 3,598 3,206 3,456 4,403 4,101

(前年同月比) ▲40 8% ▲37 0% ▲31 2% ▲28 7% ▲12 1% 4 0% 16 2% 29 8% 52 5% 47 7%(前年同月比) ▲40.8% ▲37.0% ▲31.2% ▲28.7% ▲12.1% 4.0% 16.2% 29.8% 52.5% 47.7%

貿易収支(百万ﾄﾞﾙ) 1,315 1,155 926 1,182 1,288 1,254 1,217 604 311 1,932

経常収支(百万ﾄﾞﾙ) └── 3,628 ──┘ └── 1,584 ──┘ └── n.a. ──┘

資本収支(百万ﾄﾞﾙ) └── ▲956 ──┘ └── ▲2,770 ──┘ └── n.a. ──┘

対外準備(百万ﾄﾞﾙ) 45,993 44,851 45,193 45,733 46,805 47,717 48,116 47,959 47,682 47,552

中銀外貨資産(百万ﾍﾟｿ) 170,931 168,320 169,614 172,236 175,211 180,502 181,271 181,252 181,639 187,062

中銀金融負債(百万ﾍﾟｿ) 253,832 251,608 255,969 259,350 265,344 270,425 273,403 272,923 300,245 306,429中銀金融負債(百万ﾍ ｿ) 253,832 251,608 255,969 259,350 265,344 270,425 273,403 272,923 300,245 306,429

うちﾍﾞｰｽﾏﾈｰ(百万ﾍﾟｿ） 105,960 105,293 106,268 107,280 105,941 118,661 121,668 119,268 120,224 120,496

ﾍﾟｿ・ﾄﾞﾙM3(百万ﾍﾟｿ) 316,586 320,572 326,517 327,592 330,978 343,307 350,819 352,053 355,603 375,270

peso建預金比率 94.4% 94.4% 94.4% 94.7% 94.8% 94.8% 95.0% 95.2% 95.1% 93.8%

対民間非金融部門貸出量(ﾍﾟｿ建) 124,963 126,919 129,918 131,184 133,874 136,468 138,119 139,225 140,837 144,304

対民間非金融部門貸出量(外貨建) 5,766 5,499 5,306 5,183 5,165 5,236 5,284 5,451 5,636 5,859

財政収支（百万ﾍﾟｿ） └── ▲2,774 ──┘ └── ▲2,402 ──┘ └── ▲1,069 ──┘, , ,
株価指数（月末） 1,720 1,782 2,075 2,116 2,147 2,320 2,299 2,221 2,374 2,396
A.PESOS/US$（月末） 3.831 3.853 3.843 3.819 3.810 3.797 3.823 3.860 3.876 3.886

7月 8月 9月 10月 11月 12月 10年1月 2月 3月 4月

  当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご利用に関して
は、すべてお客様御自身でご判断下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成されていますが、当
室はその正確性を保証するものではありません。内容は予告なしに変更することがありますので、予めご了承下さい。また、当資料は著作物であり、著
作権法により保護されております。全文または一部を転載する場合は出所を明記してください。

(資料)経済省, 国家統計局、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ中銀、IMF、世銀等

作権法により保護されております。全文または 部を転載する場合は出所を明記してください。
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